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Fieber )、 えびも （ P . crispus L .\ ( P . distinctus Benn .)^ お ほ ばのひるむ しる （ P . jPV か Hi 
Be 丽 •)、 まれ'ひるむしろ （ P . malaianus Miq .\ ささえびも （ P . Makino )、 

ほそばみづひきも （ P . numasakianus Benn .)、 やなぎも （ P . oxyphyllus Mig .)、 りゅうの 
ひげも （■?• pectinatus L \ ひろはのえびも （_ P . perfoliatus L . var . j 耶 om’ras Nakai ) ノ 
諸镡デ、此等ノ標本ノ大部分ハ京都帝大ノ小泉博士卜大井學士トニ御撿定頂イタ物デ スガ、 
今後精査 ス レバ マ ダマ ダ 種類ガ加ハルコトト思ヒマス0 (林 實） 

〇たちみぞかくしノ分布北上 

臺灣北部二 ^MLobelia trigona Eoxburg ) ヲ產スル コトハ 山本由松博士 ノ報文二明 カデ 
アル。莖ガ直立シみぞかく しトハ 大分趣ガ違フモノデ印度以東南支二分布シテ居ル〇先日 
東大醫學部藥學敎室所藏ノ標本ヲーニ見夕內二沖繩本島、嘉手納デ緖方正資氏ガ採集サレタ 
本種ヲ見出シタ〇臺灣カラ琉球マデ ー 投足デ ハ アルガ、•分布ノ東限カ ト思ハレル。 

Lobelia trigona Eoxburg ; Yamamoto , in Journ . Soc . Trop . Agr ： Taihoka 8 : 
148 (1936). ••ぃ. • •• . • 

Hab . Eyukyu , insula Okinawa , Katena ( M . Ogata , . Maio 192 3) Additamentum 
novum ad Floram Liukiiiensem . (前川文夫 F . Maekawa ) 

o 臺灣ノいらくさ屬 

從來臺灣ノ いらく さ屬 ハい らくさ其物一種ヲ產スル コトニナツ テ居ツテ、一昨年出夕最 
薪臺灣植物總目錄デモコノ意見ヲ記シテ居ル。 シカ シ我ガ敎室所藏ノ標本ノ示ス處デハ臺 
灣ニ アルい らくさ ハ ■內地 ノ モノ‘ デハナクテ全然 別個 ノ種類 デ アル。いら ■くさ (JJrtica Thun - 
bergiana Siebold et Zuccarini ) ハ葉ノ緣邊ニハ極メテ規則正シイ 中形 ノ踞齒 ガ並ビ 、各 
鋸齒一個ハ鎌狀ヲチシテ前方 二 曲リ心地 ヲナジ、且ツコノ 緣邊ノ中央邊ニハ多 クハ各 側 二 
一個 或ハニ 個ノ小踞齒ヲ具へテ、全體トシテハ簡單デ端正ナ重鋸齒緣ヲ呈 スル。 鋸齒ノ數ハ 
各側10個內外デアル0然ルニ臺灣產ハ緣邊ニハ先グ各側 4-6 個ノ疎大ノ三角狀ヲ呈スル 
齒牙ガアツテ寧 n 淺裂トイフニ近ク 、コノ 齒牙ノ直線的 ナル 兩邊ュ ハ 多數ノ小齒牙ヲ稍不 
規則 二有シ 、全體トシ テ ハ疎大重齒牙緣デアル點デ皆一致 シ又 內地產カラ區別シ ウル。コレ 
ハ Urtica fissa Peitzel ニアタルモノ デアル 0 臺灣產ヲ fissa Y ス ル意見ハ Handel - 
Mazzetti 氏ガ1 合 29年 二 彼ノ Symbolse Sinicse 中 デ Faurie ■師ノ 臺灣採 品 No . 1411 
ヲ本種ト シテ居 ル ノト、 Gagnepain 氏ガ同年二 Lecomte 氏/ Flore general e de L ’ lndo - 
chine = U . fissa ノ分布二 臺灣ヲ 加へタノト ニ 始ル樣デ、 アル。 H . Mazzetti 氏 ニョレバ支 
那 本部デ從來記錄 サレタ Urtica Thunbergiana ハ皆誤リデ'アツテ、 Urtica fissa 力 或ハ 同 
氏 ノ新極 C/VKca s 伽 aKca H .- Mazzetti 卜 ひ.？ nacrorr / j/fea H .- Mazzetti ' デアルトイ■フ〇 
Urtica fissa ハ四川カラ湖北、福建、更二臺灣二飛ビ、叉西南方ハ Tonkin 二迄 分布 シテ 
居ル。.上記ノ Gagnepain 氏ノ論丈中二揮圔ガアツテソ / 特徵 ノア ル葉型ガー目瞭然デア 
ル。■モツトモ 同圖 S 葉ヲ互生 トシ テア ル/ハ、 ウ.ツカリ.シタ 誤 描卜見テ古イ 6い哲■ぐさ弋 
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